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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年8月17日(2017.8.17)

【公開番号】特開2017-20928(P2017-20928A)
【公開日】平成29年1月26日(2017.1.26)
【年通号数】公開・登録公報2017-004
【出願番号】特願2015-139520(P2015-139520)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  27/409    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   27/58     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月4日(2017.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸線方向に延び、酸素イオン伝導性を有するＺｒＯ2を含む固体電解質体と、前記固体
電解質体の一方の表面に設けられて被測定ガスと接する外側電極と、前記固体電解質体の
他方の表面に設けられて基準ガスと接する内側電極と、を有すると共に、前記内側電極は
、前記軸線方向の先端側に配置され、被測定ガス中の特定ガスを検知するために用いられ
る内側検知電極部と、前記内側検知電極部よりも後端側に配置されると共に、前記内側検
知電極部に接続しつつ、外部出力するための接続端子が接触する内側リード部と、を含む
ガスセンサ素子において、
　前記内側電極は、組成式：ＬａａＭｂＮｉｃＯｘ（ＭはＣｏとＦｅのうちの一種以上、
ａ＋ｂ＋ｃ＝１、１．２５≦ｘ≦１．７５）で表されペロブスカイト型結晶構造を有する
ペロブスカイト相を主成分とする導電性酸化物層を含み、前記ａ，ｂ，ｃが、０．４５９
≦ａ≦０．５３５、０．２００≦ｂ≦０．４７５、０．０２５≦ｃ≦０．３５０を満たし
、
　前記内側リード部は、前記導電性酸化物層と前記固体電解質体との間に、ランタンジル
コネート層を有し、
　前記内側検知電極部は、（ｉ）前記導電性酸化物層と前記固体電解質体との間にランタ
ンジルコネート層が形成されていないか、又は、（ｉｉ）前記導電性酸化物層と前記固体
電解質体との間に形成されたランタンジルコネート層が、前記内側リード部の前記ランタ
ンジルコネート層よりも薄い、ことを特徴とするガスセンサ素子。
【請求項２】
　請求項１に記載のガスセンサ素子であって、
　前記内側検知電極部と前記固体電解質体との間に、希土類添加セリアが主成分として含
まれてなる反応防止層を有する、ことを特徴とするガスセンサ素子。
【請求項３】
　請求項２に記載のガスセンサ素子であって、
　前記反応防止層は、前記ガスセンサ素子がガスセンサに組み込まれる際に前記ガスセン
サ素子を保持する保持部材の位置よりも前記ガスセンサ素子の前記先端側の位置のみに設
けられている、ことを特徴とするガスセンサ素子。
【請求項４】
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　請求項２又は３に記載のガスセンサ素子であって、
　前記内側検知電極部は、前記反応防止層と前記導電性酸化物層の間に形成された中間導
電層を有し、
　前記導電性酸化物層は、希土類添加セリアを含まず、前記組成式で表されるペロブスカ
イト相で形成されており、
　前記中間導電層は、前記組成式で表されるペロブスカイト相と、希土類添加セリアとを
含む、ことを特徴とするガスセンサ素子。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のガスセンサ素子であって、
　前記導電性酸化物層は、前記内側リード部を構成する第１導電性酸化物層と、前記内側
検知電極部を構成する第２導電性酸化物層と、を含み、
　前記第１導電性酸化物層と前記第２導電性酸化物層は、いずれも前記ペロブスカイト相
と、希土類添加セリアとを含んでおり、
　前記第２導電性酸化物層における希土類添加セリアの含有割合は、前記第１導電性酸化
物層における希土類添加セリアの含有割合以上である、ことを特徴とするガスセンサ素子
。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載のガスセンサ素子と、前記ガスセンサ素子を保持する保
持部材と、を備えることを特徴とするガスセンサ。
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